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本年度、卒業研究を行う平成23年度入学生(総合科学科 18}羽生)は本校で第三期と称している教育課程
の最初の学年となる。本年度は「卒業研究Jの単位数が 1単位増となり、 3単位で実施された。また本校の
「課題研究Jから「卒業研究j の変遷にも簡潔に触れ、今年度の実践と評価を述べる。
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1 .本校の f卒業研究jの変遷
本|交は明戎6年に日本最初に専門高校から総合判ヰの
高校に改編した。総合学科開設当初から 11:J三次で文部科
学省の定める総合学科のj京員!J}覆1t科目「産業社会と人間J
(以下「産相二J) および 3年次で「乱是~1す汚むを生徒に履
修させ、開発に取り組んできていたが、平成 12~14 年度
の文部科学省の教育研究指定を受け開発した新科目「産
業週明卒J(以下「産理J)と、「産業技術J(後に平j戎 15~
17の研究開発により科iヨ名が「起業基礎jとなる)およ
び「産相コの3科iヨで教科「産業jの構成が図られ加究
I~再発された。その結果、 ]年次で「産社」と「産理J2 
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年次で「起業基礎J3年次で同喋研究Jを履修すると
しづ形が原則として 10期生から平成 23年度卒業の 16
期生まで続くことになる。「関邸f究」が「卒業1î)B~J に
改称されたのは10期生からの第2期からである。料交で
は平成15年に l 回目の教育課程の大IIJ~な改定および系列
改革が行われたため、平成61:J三入学の総合科学科l期生
から平成14入学の9期生まで、を総合判斗第1期と称し、
10期生から 17期生までを第2期、司有7文23年入学の 18
期生以降を第3期とし¥う。
以下に「課j習l3f究Ji卒業研究Jの変遷を記す。
工!存ミ比例年度 (1993.2) 
「高等朝交教育の改革の折ち隼について(第四次報告)
総合学科について(報告)-Jが発表される
平成06年度 (1994)総合科判，開設 1拠ジ咋
平成08年度 (1996)1期生の快眠0r究J2単位で月曜
3・4限に実施 この形は平成14年度 (2002)の7
期生の「課趨~汚むまで続く
平成15年度 (2003) (8期生)単位数2
3年次の「総合的な学習の時間Jとして月曜5・6
限に2単位で「課題研究Jを潟j包
この年から「課題研究Jまたは「卒業証汗究jの全校
発表会が本校の総合学科研究大会に組み入れられ
る 筑坂アワードも開始
(平成15年度 (2003)入学の 10期生より教育課程の
大幅改定および系列が再編されるo 1年次生は71)艮
授業、 2・3年次生は6限授業・第2期はじまる)
平成16年度 (2004) (9 J羽生)単位数2
日15年度とi奇様
( ]・ 2年次生は71¥回受業だが3年次生は6限J受業)
平成17年度 (2005) (lo期生)単位数2十 3 (1学Wl)
]学期:月 71.良、火 71恨の「進E仰がF究Jの時間、
金曜5限「総合的な学習のl時間」と金1翠6，
71íJ支の「卒業開むの11寺I~司の合計 5 1i寺I~'\J
2学)明:月火がなくなり 3時間体制
3学j明:さらに金1程6，71浪がなくなって 1時間
この形は平成23~~三度 (2011) の 16J羽生の iE月芸研
究Jまで続く
(平j戎23年度入学の18期生より教育課程改定・第
3 J~jがはじまる)
平成24年度 (2012) (17 J羽生)単位数2
教育課程の移行期のため金曜日時間と隔週土1翠313寺
I~与で「卒業砂防むを私生徒の卒業研究テーマは
系列にとらわれない形にする。筑坂アワードなし
平成25年度 (2013) (18 Jlj生)単位数3 (1再主位増)、
木曜の 2~41浪に実;jÍlio新教育課程で 3 学4手揃う
生徒の卒業研究テーマは系列に関係ある形に戻す
筑坂アワードあり。本校の総合学科研究大会で、は 1
年 i)主主I:J 2~:1三「総合学習J 3年ロ;弓知「究」を連
続で参観できる日程になる
2.発表会での代表生徒テーマ一覧
「ヰ壬支出:究J(または「記長jt駒1究J)の最終発表会の代
表生徒テーマをあげるo2003年度の発表会から本校の総
合学科研究大会の仁|二iで発表されるようになる。
2001年度
①魅惑のビデオづくり ②!jt緯相互理手これからの
日i悼関係を考えるために- ③天然酵母パン ④医療
ミス防止対策について ⑤貯苔手段としての投資の在
り方 ~日本版401K導入に向けて~ ⑤自分のイメー
ジを由にする ⑦人々の暮らしと里山
2002年度
①守りたし¥から調べたい~指扇の野鳥~
②身体が不自由でも自分で食事ができる食器
③ミヒャエル・エンデの作ilもの背;景にある思想~ファ
ンタジーの現実化~ ④暦史から見た女性像
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⑤アイデアを形に~私のものっくり~
⑤景品付きお菓子‘が経済に及ぼす影響
2003年度
①学校教育における参加体験型学習の推進 ~福祉教
育の観点から~ ②補助犬を受け入れるj万作り ③ギ
ャザー ④忠魔の兵器:地雷 ~わたしたちにできる
こと~ ⑤失われた江戸変化アサガオの再現は可能か
~重イオンビーム照射による変化アサガオの作出~
@一般の人々 でも手1j)=I=J可能なグリッド技術の実現
2004年度
①アントワーヌ・ド・サン=テグジュベリの思想②
重イオンビーム照射によるアサガオの突然変異誘発~
M2変化アサガオの遺伝子解析~ ③集団での食司王;療
法と一般家庭の食事の相違 ④「躍動感のある四足走
行ロボットJの研究及び開発 ⑤地球温暖化防止のた
めに有効な経済的手法とは~経営者と自然環境問題~
⑤衣の自給 ~綿作りを通じて日本の衣料のあり方を
探る~
2005年度
①企業の「環境会言j-J導入の義務化~環境保全社会の
必要'1主~ ②自然農~より詳しいマニュアル作り~
③失われた江戸変化アサガオの再現は可能か~重イオ
ンビーム照射による変化アサガオの作出~ ④ノーマ
ライゼーションにおける手話教育⑤ユニバーサルデ
ザイン絵本の研究~みんなが楽しし 1絵本とは~ ⑫故
小突起群のゴーグルへの応用およびj却問実験での検証
⑦学務システムの開発
2006年度
①気柱共鳴時のj誌の発生について-それにより動くも
のの製作 ②高齢者が住みやすい住宅へのリフォー
ムについて ③私の村のバリアフリー化~高齢者の住
みやすい村作り~ ④日本経済発展のためのアジア市
場共通通貨導入戦略⑤家音の糞の違いによるメタン
発生量の変化 ⑤クヌギ・コナラ林の管理の必要性と
は~土壌ノ¥ンドブックの作成~
2007年度
①読みやすい新聞の作成~書体から考える ②掛け算
学習フ。ログラム製作~小学生が掛け算を楽しく学ぶた
めに~ ③醤lIJJ~告を用し\たトマトえ支t音~新たな高付加
価値トマトのI~j~発~ ④「エコキャップJにおける校
内意識変化⑤テレビのリモコンの赤外線を利用して
動くものの作成 ⑤布絵本が子供に与える効果 ~オ
リジナノレ布絵本製作を通して~
2008年度
①楽しみながらできる介護予防のためのダンスの製作
②筑坂を制服で印象付ける~筑坂の新しい制服の提案
~ ③小)IIrJにおける蛙の分布状況④犬の1臭覚シス
テムが新しい地雷徐去方法開発への一助となる可能性
について ⑤高齢化社会に備える~埼玉県の道路特定
財1)J~、 ィ1l支財坊主イヒへの有効活用~ ※フィリピンの魅
力~異文化j好子のために~(ヰ喝f支援フ。ログラム)
2009年度
①戦隊ヒーローが子どもに与える影響について~理想
の戦隊ヒーローを作る~ ②多!向井幾能ロボットの改良
⑪紅県川島町における淡水魚生息の実態調査@桜
j定一樹の少女の描き方⑤埼玉県限定のお菓子を考案
する ※中国山西省大向市塩類集積土壌の視察および
土壊調査 (tp:1:玩支援プログラム)
2010年度
①高齢者を対象とした地域支援の提案②伊佐沼にお
ける水質浄化アフ。ローチーサトウキピによる水質浄化
効果- ③色が人に与える印象とイメージ~バスケッ
トチームのユニフォームにおけるチームのイメージと
新しいユニフォームの提案~ ④高校生向けフリーベ
ーノミーの調査と提案 ⑤コラージュ療法を使った癒し
の研究 ⑥ミミズ/芋虫型ロボットの研ヲE
※j長{伊抜jのバイオエタノーノレ転換lこついて(卒研支援
プログラム)
2011年度
~変化アサガオの作出~重イオンビーム育種を用し 1た
突然変異誘発~ ②フーリエ変換によるWAVファイ
ノレの角11~1)T と、その結果を利用したゲームの制作 ③ス
ロージョギングが長h~l~湾住に与える影響 ④ゆとり教育
~哲学的視野~こたって~ ③サクラの葉に含まれるク
マリンの発光発現に1*'する研究⑥布絵本が子供に与
える影響~布絵本の制作~ ※インドネシアの水質汚
濁の現状とゴミ問題(卒研:支援プログラム)
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2012年j支
①インドネシア人看護I~nî候補金三への立13忠の支援の提案
②料理を美味しそうに撮るアングルを定義する~シズ、
ル感の探求~ ③聴覚障害者マップをつくる~バリア
フリーマップの提案~ ④川島町4用水路における魚類
採羽詰周査~ヤリタナゴを守るには~
2013年度
①江戸時代の広告ーから考える 現代の広告に活かせる
表現方法②われわれが学ぶべきフィリピン精神，~
自殺の背景から考える~③特別機能性Olの開発と可能
性~クルミンmgの開発~ ④米粉を利用した食料自給
率向上レシピの考案⑤オノマトベを用し 1た指導につ
いて~バスケットボールを例にして~ ⑤ノくイオエタ
ノーノレの原料に生ゴ、ミを使えるのか
3.指導体制
・指導者は 16名とし、それぞれ生it-%サ10名を指導する。
(科目群の遡央生徒数によって、系列内で指導者を決
める。)
・科目群の特司教にそったテーマを基本とするが、生徒の
興味関心や進路も考慮し、テーマを決定させるO 科目
群で取り組んでいるテーマや、指針涜研究のテーマなど
を教員側が示示場合もありとした。
-卒業研究担当者と 3年次担任!至!とで「ヰ喋研究委員会j
を作る。委員長は原則、 3年次主任とする。
4.今年度の取り組みについて
本年度は、新しく編成した教育課程によって「卒業研
究Jの単位数が3 (]単位場)となり、木11翠日の 2~4
1壌に実施された。これにより、前年度よりもゆとりをも
って研究活動に従事する時間が確保され、校タ同一動に出
たり長時間のフィールドワークが可能となったO また、
昨年度は科iヨ群にこだわらないテーマ設定と担当教員の
配置を詞あιたが、おもに教員{別から指導上の難しさが指
摘され、今年度は従来の形に戻す方向でおこなわれた。
罰ヰ出方針や年間の計画については以下のとおりである。
A. 言判部方針
場排必修科目であり、明確な評価規準と責任ある評価が必
要(各担当者間のすりあわせ)(生徒と教員の相互評価も
おこなう)
争研究の「成果Jよりも、研究の「過程(プロセス)Jを
重視(1何を学んだか」、よりも「どう学んだかム研究に
どれだけの時ITc¥Jと情熱を費やしたか、主体的に活動で、き
たか)
争問題解決能力や表現力(プレtツテー ション・コミュニケー 汁ン能力)
を総合的に評価
B. 具{本1:1/']な評1111î1~訂作:
以下の在~t点で教員による許制IIと生徒の自己評価をそれ
ぞれおこなし V学期末のミーティング(面妓)によってす
りあわせをおこなう。教員間のすりあ~Jせにつしマは、
成績会議誌なに部会を開いて確認する。①~⑬を5段階で
評1ilりする(合計50点)・・・平常点算出の参考にする
く右@L'え1 表現力(レポートを喜く力)と知識・J]治卒〉
①設定したテーマに、越を探究する力やオリジナリテ
ィが見いだせるか
②学んだ知識や理解した内容をもとに、他者に伝わる文
章を表現できているか
くおv主2 プレゼンテーション能力>
③中開発表会(態度・発表 .ppなど)で、他者に伝わ
る発表ができたか
く観i去3 関心・意欲・態度>
④言己主主用紙は、毎週の自分の活動を振り返って了寧に評
価・記入しているか
⑤集めた資料を赤7)'イルに綴じ、デー タをUSB川や竹三業ブ才
的、 lこ{長ミイ子・空記述しているか
⑤中I'MJ発表会で他者の発表を聞いて、評価表の記入など
積極的に参加できたか
⑦報告書作成lこ向けたアンケート調査や製作、完投、調
査などの活動を行っているか
③報告書作~)7文のために、参考図書や先行文献を何I1Ilくら
し1読んだ(I~l を通した)か
⑨ボランティアやイベント等、研究テーマに関わる校外
の活動へ自主的に参加したか
⑬インタビューや訪問など¥校外の人たちと主(柄拘に関
わる活動をおこなったか
各学期の評1!l1i割合につV¥て
]学期
く観点] 表現力(レポートを書く力)および知識.fJ断{j~>
( 1 )平常点 (20 点)→「学習の言己録Jの内容・提出
状況、普段の取り組み等を総合的に*'l訴す一る す
べて5段階評価
く観点2 プレゼンテーション能力>
(2) 仁jコ間発表会 (30点)ーすべて5段階評価
①発表内容 (20点)→発表要旨 .pp資料で各
1 0点とする
②発表点 ( 5点)→声の大きさ、説明のわか
りペコすさ等
③参力1:1鵠度 (5点)→司会等の運営に参加、質筒、
評価表の内容等
く観点3 関心・意欲・間支>
(3) 中間報告書~ (5 0点)
①提出点 (10点)→期日内に提出したら 10 点
( 1枚X2点と計算する)、遅れたらO点
②内容点 (40点) -5段F皆評価
※欠時数に対する減点l士、 31]寺i習をj思えた場合、 13寺ITc号
に付き 1点を IA (1)平常点 (20 点)Jから減点する
2 学~~j
1学jgJjに準じて
( 1 )平常点 (20点)
「学習の記録jの内容と提出状況、欠時数
(2)プレゼンテーション能力 (30点)
1 0 月31日・・.J~矧さ発表会
(3) 報告書~ (レポート)提出 (50 点)
9月5日・・・ 15~女 1 0 月3日・・・ 201女
1 1月7日・・・ 20枚以上(最終)
提出点と内容点の割合は 1:4 
3学期
( 1 )平常 (4 0点)
「学習の言讃<Jの内容と提出状況、欠13寺数
(2)年間振り返りシートの作成と提出 (40点)
(3)進路等に向けた諸活動 (20 点)
0年間評定
1 学持~ (4・5・6月) 35% 
2学坊j(7・8・9月十 10・11月) 50% 
3 学学~j (1 2・1月) 1 5% 
(年目指酒は創三!①参j損)
5.卒業研究を担当して~事例からみた課題~
今回のヰ初代、は、ビジネス分野の生徒をi中心に 10名
担当した。数年ぶりの卒1i)f担当者として、今年度の取り
組みを振り返ってみたい。
まず、今回もっとも変化を感じたのは、市場調査の方
法がここ数年で非;常lこ多機化したことである。これまで
はアンケート用紙を行司戎して校内や外部の関係団体、矢口
り合いのってを頼りに調査用紙を配布して実1]毎すること
が主流で
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ネットをうまく活用していた。例えばマーケティングの
事例研究としてアイスクリームの売上アッフ。をiJI1'Eして
いた生徒は ISUlveyMonkeyJとし 1うオンラインアンケ
ートソフトウェアの無料機能を活用してアイスクリーム
の1者好調査をした。仁|司王lや台湾、タイに住む大学生の生
活実態を研究していた生徒はフェイスブックで、協力者を
募り、コンタクトをとれた人とフェイスブック!二で、イン
タビューを行宇ってデータを得た。アイドノレグノレープの物
販イベントの問題点を調べていた生徒はツイッターで全
IJ~Iのファンに呼びかけ、係々な意見を収集しながらリア
ルタイムでKJ法を行し¥問題点の整理をした。もちろん、
デ、ータの信~1~il'~: という点で研究に適しているといえない
部分もあるがJ計究を一歩前に進めるきっかけとしては、
リ弱音が低く活用しやすいツールで、あることは間違いない。
しかし、こうしたインターネットの普及がマイナスに
影響する部分もあったO コピーアンドベーストの問題で
ある。残念ながら、今回も数名の生徒が中間報告の段階
でいわゆるコピペを多用した論文を提出してきた。安易
な行為の裏にある自ら考え表現する力の欠如はヰ弓長iJIヲE
のみで、改善で、きるものではない。しかし、これを機会に、
{鈎まして書き直しを求める粘り強し¥指導を続けることで、
情報を自分の中できちんと消化し、ったない表現で、あっ
ても自らの言葉で、はき出す経験を積むことが必要だと考
える。結局、 1名の生徒は最終締め切りから 3ヶ月かけ
論文の完!一刻こ至った。あきらめずにやればできるという
今回の経験を、大学での卒論等に生かして欲しいと切に
願う。こうした研究ツールの発達による変化が見られる
一方、沼的ともいえる卒J況を行った生徒もいた。今回
担当した 10f=lのうち 1名は生活・人間科学分野を選択
している生徒で、あったO 研-ヲ究1E3のテ一マがj広玄告とビジネス
分野で、あつたため担当することになつたのだ
徒が広告にi関3謁号J心L、をもつきつカか瓦斗lけ7となつたのが1年次のキ
ヤリアデデ、ザザ、インで
をf旬訪j方Jれた出!境捺1、江戸の広告に魅せられたことからデサ工イン
に興味を持ち、それが卒研のテーマとなって将来の夢に
もなったD 11:三次で、見つけた小さな点が卒研で深められ、
更に次の進路へとつながり線になっていく在り方は、総
合学科ならではと感じる。実際のところ、テーマ決めは
どの生徒にとっても大変な作業で、あり、こうしてスムー
ズに決まるケースは多くない。きちんとしたテーマ設定
には日頃から自身の関心や疑問点などを意識することが
欠かせないものの、各自でそうした意識を持つことは難
しい。今回は、 21~三の総合的な学習の!時間で 3 学期後半
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からプレヰQ0fがスタートしたが、 1、2年の間にもお?に触
れ I~I 分自身を見つめる機会を設け、Z:(;_i0Fを意識させるこ
とが今後は必要であると実感した。
(本年度の生徒テーマ覧160人分は資料G渉開
6.振り返りアンケートの結果
卒:菊iJr究の授業iこついて例年同じ内容のアンケートを
実施している。今年度の又率は96.2%(162人i干1156
人巨I~又)である。(資料③参!顎)
昨年度(工械24年度)のZ謝問実践報告によると、
一尚三年度(平成 231=[三度)とのアンケート結果の比較で
は、 12 満足のいく(適切な)テーマを設定することが
できたかj、13 計画l~l!Jに研究活動をおこなうことがで
きたかJの項目で、 1三年度の方が「そう思うJ1ややそう
思うjの芹定的回答が培えており、テーマ設定をすると
きに、組jミした科目岩手や進路に縛られずに設定したこと
が計画的な活動を促したと指摘している。まず、!司様の
毎[)えから比較したい。 12 満足のいく (適切な)テーマ
を設定することができたか」 では、 肯定定，的回答は一ぺ1Iけ市?宇似何三労斗1~年三T手
j度支が7η20/0、l昨1咋宇年j度支が8幻30/0、今年j度支が7冗40/0で
計A画i的j均守にJ抑研司冴rヲ究E活3弱動ジ訪jをおこなうことがでで、きたカか瓦"Jで、は、 肯
定的回答は一f:1=年度が 35%)、昨年度が 490/0、今年度が
41%)で、あった。今年度のこれらの項自の結果は-I]lr=:~三j支
に近く、また今年度のテーマ設定の方針は一昨年度に近
いことから、満足のいくテーマ設定が計画的な活動を促
したという1今三度報告の指摘は支持されると考えられる。
次にテーマ設定に関して違う角度から考察を深めたい。
テーマ設定に関する質問項目は、 12 満足のいく(適切
な)テーマを設定することができたかJの他に、 1 高
校での学習や体験にもとづいた主題(テーマ)設定がで
きたかjがある。 1、2の両者で肯定的回答をした生徒
は 97人、 1に肯定的回答をしたものの2に否定的回答
をした生徒は 23人、 1，2の両者に否定的回答をした
生徒は 18入、 1 ~こ否定的回答をしたものの 2 に肯定的
回答をした生徒は18人で、あったO
1 2 人数
肯定的回答 肯定的回答 97人
肯定的回答 否定的回答 23人
否定的回答 否定的回答 18ノ¥
否定的回答 肯定的回答 18人
表項iヨ1，2の解答の分類と人数
この結果から、 i盟尺した科目群に関係するテーマを設
定してそのテーマに満足している生徒が多くおり、科目
群に関係しないテーマを設定したからといって、必ずし
もそのテーマに満足するとは限らないことが分かったO
さらにアンケート結果全体を概観すると、テーマ設定で
肯定的回答をしている生徒は他の項目でも比較的肯定的
な回答をしていること、反対にテーマ設定で、否定的回答
をしている生徒は他の項目でも比較的否定的な回答をし
ていることが分かつ1=0卒業砂iヲEの授業は3年次の4月
から始まり、おおよそ例年10月頃に最{剣差出を迎える。
実際は2年次の総合的な学習の時間を使って、テーマ設
定の1-寺I'l与を設けてはし 1るが、 12月まで校外学習の準備に
時間が害IJかれ、テーマ設定に多くの時間が用意されてい
ないのが現実である。今後どのようにテーマ設定の時I~司
を設けるかが課題ではないだろうか。
7.生徒卒業研究委員会
各クラスから各科目群毎に2名以上を選出して、生徒
卒;菊'i3f究委員とした。科iヨj手は4つあるので、各クラス8
人十αで全体では32人以上になる。今年は34人の構成
だ、った。彼らは6月の仁j::J開発表会 (9会場)、 10月の分
野/31J発表会 (9会場)、 12月の学年発表会 (170人収容の
多iヨ的室l会場)、 2月の研究大会での発表会(体育館)
で、会場勾;に司会、計n寺、三改iL資料1=!lJrt¥1jなどの任務に
あたった。特に学年発表会、研究大会では演劇部と協力
し、舞台の設営、司会進行、聞く、音響、照明など多岐
に渡りj舌践した。学士i三発表は 13名の発表者、布砂研研l究大会は
6名の発表者が万全の{体オ本三i指市制1'伊凶7予討iリjで
百白意していたO司会進行は間内に収まるように司会(2
名)が相談しながら質疑似矧習を調整したり、手短にす
るように促したり、教員でもなかなか出来ない手J宛を奮
った。今年度は研究大会で発表者6名に選ばれなかった
7名の卒業研究の内容をノミネノレにして会場の体育館に展
示した。また研究大会全体の受付案内係としても卒研委
員十αの3年次生が協力した。なお、学年発表会と研究
大会の卒業研ヲE発表会については伝雪に発表内容の記
載された参観の案内を送り、発表者の保護者やPTA役
員の方々が参観された。(発表者・係の感想は資事I@劇的
8.おわりに
テーマ選択において、当たり前のことだが生徒は悩む、
その悩みの軽減と活動の深化をかんがみ、昨年度はテー
マを科 I~~H~の学びに関わらなくともよいとした。本年度
は一昨年の形に戻しながらも、昨年度の試みのエッセン
スは多少なりとも受け継し¥だつもりである。(1m凶1屈で
も良し 1から繋げればよい、章ひとつ繋がっていることを
述べればよしリと逃げ道を伝えてもいた)総合学科検証
アンケートの結果によれば往徒はもっと平くから卒業研
究に取りかかりたいと感じているようだ。平くからテー
マを考え、決め、より深い充実した内容にしたいと考え
ている。取りかかる時期についてもそうだが、特にテー
マ設定に於ける適切な指導助言について、揺り返しを繰
り返しながら今後ともベターなものを見つけるべく模索
し検記均「究をつづ、けなければならないだろう。
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「ガイタοンスブックJ
{資料①〕取りゑ1みの流れ(年間計画)
|回数 司巴 日程 授業時間の孟tJぎ 内容くしHR-そのイ也0::::'B寺P唱の雷〕背〉
ヂーマ言主ノコ三を考え芯せる.1:こめのワークシート〈マインド
守-1'木 ζみ草寺三是塁 マ、ンブ-，;テ動言十lAi・タ己f子文献研究ーオトブーへのインタ
ビューなど〉
1月 10日 オて 宇旦I壬宇旨主導E① 二き~l'木み謀是塁[Q]1段、テーマ設定lこ関する個別面談、そ
の 1也のヨ三7走1d. ) .¥ンsコン宣言-!2J芸委主主等号Fで十青手段斗叉多長
〈総合的な字習の 8寺間:学年一一音指導〉アンケート吉田
1月 128 ゴ二 亭:奇科医寿主:・ 査、フィールドワーク、情手段検索の技法|こっ1，."，て言見
日l弓・ 3貫主豆
1 月 2斗臼 オて 十旦f壬十旨主導芯 構想、二発表会用のレジュ〆 (A.4タテ 1枚、戸斤万三フォーム〉
昌己ネ行、 言見B_.，弓
〈総合的な字習の時間:学年一首指導〉ブレゼンテー
1月 2t;5日 ゴ二 事前指導号:・ ションの七支;去、言向コての筈ZFぎア3"1ごついて吉見B，.尽モヨト芋斗目
き学_..'._，..-の事前説明
1月 :31 8 オて 担任指導③ :構想が決まった生?走力、ら構想発表会の準1楕でレジュ
〆発表問ppt1乍 j成へ
2月 f日 オて 苓事局リヂ旨さ幕〈玄) :7 レゼンァーションの技f相;::-:JI._-'， ーで説8月
ク.弓クEi臼 オて 全日f壬宇旨挙手(4::・ l'昌男1]田談、構?開発表会活1庸
:ゴ月ブ巴 オて 弓~丹 'J 宇旨主導ζむ (~原り σコ SHR) :構想、発表企のき手記田1;二Eいてj重忠告
〈登校巴〉構~~.発表会のレジュメ・ P仁Jt提出〈生?走用
3 月 12己 司〆-ノ.1.除J、F 事前指導③ サーパ|こ各自ロク.インし、ファイ jレ名「組醤氏名Jで各
担当者ことのつォパノタ"1こー保存
ヂーマ一覧表を'1'乍成、各発表会士暴ことはンaートーし、レ
3月 1:3日 フJく く孝安:買による之整f.l青〉 ジ.ユ二日?の 1主うう，'1ナ-E:fJ昂1.当三?走喜平l'面票実E:fJ用Ij、多老若是主言士嘉三空1'.1庸 (p(~. ブ口ジェクタ・スクリーン・ベ~ )レ-ストンブォッ
チ・当三?圭穿老若ミデーヲ〉
:ゴ月 16己 ゴニ 存主~;';l.多毛雲を手と 各科目群~.ハ :=9学場で発表、発表・質疑各 3分、
斗月8 日 弓三石F干霊芸員話~(孝女員〉 担当者・..'古動場所の確言忍年間言十冨を職員会議へ提
ヨミ
学習白樺の石韮言忍各学期のスケジュール 1く提出レ
浅草1[Q] 斗月 1:3日 オて 213艮刀.イタ.ンヌ ボートのキ帝七立杉芝妻女72と")、言平l'匝ア3"iIi十と夫見主主主〈直己，母、〉、評イ西アップのコツ¥卒研霊雲員の仕事、各王L庄の i舌動士嘉
f3.Ff1;'=.i了ど吉見B_.弓
第ク庄司 5月 1 臼 ァJく オて日酎受業
5月夕日 オて
友幸3庄司 5月 9 日 フ宇て
|第斗回 5月 16日 オて
i 議号C5庄司 5月ク:ゴ日 オて
! 浅草6[Q] 5月 3C)日 オて
|:第ブ回
中間発表会へ向iナア;づっ-イター ンλ 、山花とレジュ〆提出
6 月白日 オて 1 :.::うて締切〈報告書5枚以上提出〉 主主守主賢言見日月、 ヨ三千走ヰ三石汗委委員。::::'i:定菩l出産主宏、 日主主査""""}'"ブコまで
の巴程確言忍
l 議事:3[Q] 6月 1:3巴 オて;掃9回 6月クO 臼 オて
主著10庄司 6月クブ臼 オて 中 F田守穿主君を手p 発表4分、費凝っ分、分野Fき1]:9-:::-場
議事11 [Q] 7 月 4 巴 オて 成諸問個別006炎 1学期口二i成緒1:= -:;'1.. "，て教員;. ~当三?走力1 寺田互確言忍
j 月 16日成箱入力
!第12回 !=:t弓5日 オて .:::.._.・:犬再帝-{;:勺<*限会子主季15オ女1:.-'._と守塁社主下 金t~主説8月〈報告書提出方法、評イ西方針、今後の白程、パソコン室使用マナー等iごついて確言忍〉
議 1~寸ロ 9 月 1・7・B オて
i第14回 9月 19日 オて 孝交問主主E石汗委""田ー言~(臼手呈石室言忍、 多老若を言引・一向JITT~主主1'j筒、生 f走の状;.兄報告など〉
築事15 [Q] 9月ク6 臼 オて
1.第 16回 1 0 . 弓3 日 オて ヒi;.欠怖切〈報告書2ζIオロ:.1.;ソーと提出〉
京苓17 [Q] 10月 10臼 オて ;てな限、三三石H手三玉貝主主~(当三?走も〉
!:揖18ロ 10月ク斗臼 オて 213.畏宅?自的室 ppし，.-:_..:;ュメ提出
10月 3()臼 ァJ丈 卒研委主回ー争〈生?走含〉
京弓1!:J [Q] 1 ()月 31 日 オて 三F.石H穿在三受τギと 1 ・少主手三委~董毘 主主E石汗シート;麗し・ 1'~ド問委宮
表苓20匡ヨ 1 1月 7 臼 オて 賞受詰冬寺高20干支l..::• .I.ーヒ 教員卒研会貝会〈日程確認、子年発表会・研究大云1，-向JIナて主主主1扇¥主主千走のヰ犬?兄手f7告ぎなど")
l 議事ク1[Q] 1 1月 1ヰ臼 オて 成諸問イ密月IJ回談
;第ヲク[Q] 1 1 J弓ク1 日 オて
1 1 月づいフ日 重z つ十期成績令議
奈号Eク3[Q] 1 :フ月5日 オて 主主石F干3今さ其射つ.イタ.ンス (LHR)
1 2月 11臼 7}く 今竺勾三多老若を呼出jJ¥ーサ jレ ヨ三千走玉三石J汗妥き間〈宇ー主義l'ー乍.6:史、 j重苦t~在fJ藷〉
湾事24庄司 12月 12日 オて 学年発表会〈代表13名〉
コ〆ントシート〈芋自主Z喜平tifi書室〉ごXこ守実 (LHR)~言平イ話人、力、
tて表発表者I均三E
資苓・ノ5[Q] 1ク月 19 日 オて 示窓じ戸、三判明ファイ)レ l'乍万立く J べ jレ1"乍民z.員占，. ) l'寸lナ〉
会事ク6[Q] 1月 98 オて
1 J弓 16 巴 オて
ヒー京J及今吋交i量づーi」向JIナアこ2主f庸、手辰吉:i芸書0::'-:;jフツシュアッ
ブ〈フィー)[....・ドワー ワ含む〉
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{資料②〕
平成25年度(総合学科18期生)卒業研究テー マ一覧
(::::，，?~芯・~~.買え字三己主 FJ
アイガモとお米をつくる
経ぎ木を利用して、不思議野菜をつくる
ホンモつコの件、$ffi:jlj号
音楽が鍾訟の互Q~rこ与える~響
蕊支土を作る
花の効果をやIJjちする~マソー ゴー ルドの虫除1剣~
5;~霊iこま自らない索害虫WïR主~縫主主エキスを使っfこ ÊiMi~霊~
遺産=場所の遣いで病害虫に変化はあるのかつ~枝豆・キャベツを使って謡査するん
発禁法H2を汚いた水訴訟1;
メダカのぷ塩性
メザEの住みやすい遼i章作り
E霊漆の lñ~作用について
バイオ祭料の製造(パイ;fエタノ-)¥-)
死刑制IJj患のない国はなぜ平和なのか
浴衣を作ろう1
なぜ蓑笠秀吉iま天下人になれたのか
ミカンと雪カピとの関係
サンショウウオが住みやすいど'fトー フを作るには
土着敏生物の特性と効票
女性差別iこついて
皮の軟らかいカポテャを義援する
古差異から学べることはあるか
2~~'f{への未利活支涯のや!í奇
カブテムシの色と環境の関遠性の翠葦
アレルギー に協む犬たちのために
急須でお;tを段む
ミミズjUl':~野菜2-~った j成長比較~
アメフラシについて
昆虫~(自分fこちに合う沃とは)
ai滋の1霊?言柱~酸塩基平穏について~
遺伝子宮ËJj.換え金品に対する~抜笠への意議謂査
特別議能性~Bの開発と司経性~クJ!-クミン郊の開発~
築援の蜂の図援をつくる
放射能(放射線}問題について知ろう
ブラックパスを会べよう
私の考えるi主著一理境NGO図体での経験を生かして~
金$+M銭を止めるためにu.rこできることはあるか
会~]霊と{中ãくなる方法
市民のarこ行こう!
色素i塁怒太E員電j患を作る
新しいご室長の友の提案~コメの;再妥率をよげる~
急性遊泳蹟警の科汚
~~霊縫翁慰霊の*或~小学生に送車のことを知ってもらう iこは~
{笠;言・人間科学科I'WJ
特別支掻学校内における虐待について
中学s;:のひきこもり~窓りのi'?響~一 一萎介護者の介護担杏仁封ずる支擾 l~者の介入への誌抗墨仁差自ー
認~Êがあっても均認で竺活を続けるための支度俸制について
径がい者のためのカフェづくりのm~
俣号室室登校nの教室復員における養護教誌のあり方
言語11fTの手話通訳派遣事菜の理技と翠題
虐待のt!!代間違議~敏害者からJ1l害者へ変わる心理と対策についてん
""校生がてeきる「老芝介護jめ介護支量サー ピスを考える~議主祭富士見I告のi長会~
総支震がいに関するボランティアへの意議の差~坂戸クラ のj言動
米粉を利用したさ主料后給率向上レシピの考案
主惑になりにくいおやつの考案
カフェメニュー の援案~高校生をヲー テ:;-rこ~
高血在と滋塩.-，'斉際会から$，S~""
天然酵母のメ')ッ λ デメ')ッ~~~~での天該酵母~
粉によるスポンジの変化
セ還をつくる--1t酒に会うお米の議室主~
高校三に向(1t二、ハンドボー)t，.に必3Eな栄養素と食事の史実
希少涯について
刑務所における再j[防止ブヨグラムの提案
~室主者にとって理想的な議院の待合室について
巴ニマM ラピー について~ドyグセうどーを叫に~
雪Eと本当の手IJ笥i材料
これからの薬剤師~地誌社会との関わり~
意気密動車について考える
つけまつげを窪る
児童福祉と宗教の関係について~弓本の究蒙程社発表!こ慌が必要か~
存在をめぐっての哲学受
携強官官を蕊わう~慢強宣言を蒸しむために知っておきたいこと~
安全で安心な子ども援を援案ずる
二フコンシアヲー で伝える子どもの生活習震
領支障害:ft.h¥楽しめる絵本
~の王室懇の挙式スタイ Jt，.
ギャザー の割合~理懇のウェディングドレス裳作~
ユニバー サルデザインの家をつくる
トトロの慈カを伝える
!F.~買の訴しいおi援を提案する
家!こ自うるもので作る慾単芋作りおもち予の謹~
諺8ランニングすることによって会俸に起こる髭響とは
ストレスに会けないからだをつくる ~ím 遂につくれるストレス祭潟粍理レシピの考案~
才ノマトベを汚いたm~撃について~バスケットボーJ!-を鋭にして~
頚jさとil在の関{¥'it主~食事の改善による効果~
筋肉名の効果的な記告万涯の比較
子供の心!こ~り~う看護筋のあり方~デャイ)!.-~.ライフ・スペシャツストを知って~
子どもの安全を守る~より&い交通安全教審のために~
ベピー マッサー ジがどれだけ苔究ストレス祭涜!こ役立つのか
プロレスラー の体づくり
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[工学システム-情報科学卒HH;) {人文社会・コミュニケーション科自~)
フォー ム改善指導の実毘 プリンセスになる!-怒カのある人・愛される人になるということ~
1言内ゴマの挙動 少年犯罪について
アクリル援を使用したLED~務の制作 主主本をつくろう!-~量産蓄を怖がる子どもの心理~
防犯 幼3豊富史に和歌の世界を伝えよう~否人一首でとびだし仕掛け主主本の製作~
{正宅の暮らしゃすさの共通性 男女の恋愛綬の違いが引き起こす家~問題について
色々 な永久議開 メディアミックスが広げる銭楽メディアの可能性
幼児島1におけるま異の作成 n時間に)j，ー ズを克緩する方法
本a宗一部さんの数百1から学び、より良い生活の伎に立てる。 東野主奮のき春の渇写
反対、錯乱とオー ブの留選tl 定号皇室をわかりやすく教える~パンフレットの作成~
変性意議からの自己洗脳 台湾の語学教審~コミュニケー シヨン英語!こするために~
m長逸翠における家屋建壌が与える影響 笈坂で「英語l!Jが必修で学ばれる意義
バイオヱヲノー Jt.の原料!こ生ゴミを使えるのか 海外留学&英会話ガイドゴックを作成する
ソー ラー うジコンカー を作る ~々が学ぶべきフィリピン話持~自設の雪景から考える~
蒸気後積率を鋒淫する 女性の欲しがる洗翠穫のデザイン斜作~呂本の家電業界!こ革命を!-
ARによるゲー ム・アプリケー シヨンの製作 高校生の St~S.スマートフォン利用とその問題点~スマートフォンとSNSの~係性~
ーー
プログラミングを学ぶ 日本とオー ストラリアの全文化の比重宝~今それぞれが抱える問題~
議力発電の2f~羽と3紋羽の有効性について ムー ミン童話の廷カを伝える
S.RPGを作成する 芙iEを母国語としない国の英語教膏について
kinect在使用したプログラムの作援 外国人10む人イン歩ビュー ~慈しい日本の懇力発莞~
HMDを利用した更なる議場感を13mす~信感iこ視点を重いた超謹i最悪~ 議護について
。もlecl附 ポス安一広告のデザイン
ヲイピングのプログラム 江戸湾代の広告から考える今の広告に活かせる表護方云
3DCGを使って、動画を作ろう! JI!i童市の ilì光案.....~通運転を利用して JI!廷に観光客を呼び込むためには~
一一一時
リサイクルスヲー リングエンジンの製作 設iまと不景気
ラジコンを長持問走行させる イベント物販のお客筏3塁走笈の向上
一宇--_._~
プラモデルを改造してうジコンを作る 都心と地方の本塁の経堂殺務の違いについて
ー
ス安ー リングエンジンの発電 CDはどうしたら売れるのか~人気アー ティストから学ぶ~
2fiの速度をたたき出す 1-ラジコンの陸雰~ ホー ムヲイブアイスの売上アップを考える
フロー リング用お議絵ロボットについて 65議以上になってから受けたい保援サー ピス
、F品一
火績を売から学ぶ工菜の発霊(火議室売の制作) 一人暮らしをしている大学生のお金の使い方に~ずる該萱~アジア3カ毘~
「からくりjを生かす~今のJ支鰐に恕り入れる~ 笈坂入誤攻懇本の作或
LEDを利用した舞台照明について JI!島町蓄基土料理「すったてjをたくさんの人に広めるためには
一一一
不動車のレストア 幼提の自然数湾~翠懇の幼E豊富を遺る~
思春期における高校生の行動に対する意議議査
数学に関する苦手意議の改善
滋場について
また会いたい人になるために~ディズニー ランドから学ぶ~
江戸しぐさと日本人のこころ
トイレについて
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〔資料③}アンケート結果
[ 高…習判事験iこもとづいた主題
〈テーマ〉設定ができたか
ぞう患わな
あまりそう ¥， ¥ 3% 
思わない
20% 
ややそう
思う 54%
計極的に磁究活動をおこなうことができた
1J、
??
?
? ?
?
?
?
、 ??。?、 ?
??
?
? ??????
?
??
?
?
?
???，
主女課援や休日を平lf砲して研究活動を行うこ
とができたか
ぷこコユ自主(ナ、t:"-_);むイノ'd
あまりそうい
思わない 5% 
15% 
、 ?
?
?
????
指導担当の先生のアドバイスを活用したか
7そう思わな
あまりてつれ
空寸つな~， ¥ よM。吊
1 O~\; 
てう思う
39% 
?
?
?
????
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満足のいく〈適明な〉テーマを設定すること
ができたか
そう患わな
し}
あまりそう 4% 
思わない
22% 
そう思う
??????
???
?
? ?
?
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「
選3時簡の卒茎謡史の時題を有効活用で
きたか
そう思わな
L i 
あまりそう 4;~ 
患わない
24記
? ?????????，?
???
?
? ?? ??
?
?、
??
?ー，?
較外の場所へ出かけたり、報外の人に討
して聞き取り活動を行うことがぎでたか
そう患わな
29% 
思わない
23% 
、 「
??
???
人前で自分の考えを発表する力が身!こっ
いたか
モう思わな
あまりそコ 1'，
思わないヤ
4% 
11% 
? ?
?
?
ぞう思わな
7% 
ぞう思フ
13% 
論文作成をとおして議理的な文章力が身
についたか
あまりそう
思わない
27::~; 
? ?? ?
?
??
?
?、 ?
? ? ?
? 、 ，
?
??
あまLJそう
曹、わない
40% 
????、???
満足の1，.)く卒薬研究論文が作成できたか
♀三人国主「すp
句、-. /'...主....'!....'<二も
9~~ 
? ?? ? ?、
?
??
ぞれ以上
[1冊
7需
6同
3冊
13% 
4冊
15出
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{資料⑧〕生徒感想
卒業研究(発表会)を終えて
罷研究大会はそれまでの発表会と比べて緊張感が全く Bl~なりまし
た。来賓の先生方、保護者の方、 1 • 2 {j三生とたくさんの人の前
で発表することは初めてだったので、当日は忠っていた以上の緊張
をしてしまいました。 しかし約]イ!二1りかけて活動してきた州究を
大勢の人に発表で、きる喜びも感じていました。 Jり|究大会で、発表で、
きたのは 6~ちだけでしたが、私たらの他にも発表したかった人は
たくさんし，、たはずです。 18WJ生の代表としてより良い内容の発
表ができるよう、また後輩にかっこいいと忠ってもらえるような
プレゼンを心掛けてリハーサノレをしてきました。発表を終えると
ホッとした気持ちでいっぱいになりました。それまでは発表のこ
とで頭がいっぱ》いでいつも半期:のことを考えていました。 m~に戻
って少し余裕のできた私は、次の人の発表を1#Jいている1寺、心の
1こ1で応援していました。それまでー絡に頑張ってきた仲loMJだから
です。 研究大会で、発表した6人はライバノレで、はなく、本当に良い
NI1Jでした。お互いアド、バイスをしたり、励まし合ったり、 1寺に
は自分でも気が付かなし中Iかい部分の指摘もしてくれました。あ
らためて振り返ってみると私がここまで、やってこられたのは、自
分の発表だけでなくみんなで、臭い発表会にしようと努力とする友
達がし¥たからです。そんな素晴らしい友達と一緒に最後まで終え
られたことが何より嬉しいです。そして私が一番感謝しているの
は担当教員の先生です。先生には分析の仕方や考察までの導き方
など竹￥ら教えていただきました。パワーポイントの手症しをす
る)J[にチェックをしてもらったり、原稿の難しい言葉遣いを直し
てもらったりと元1かいところまで、協力していただきました。 J散し
いこともありましたが、先生の厳ししサ:旨滑:があったからこそ私は
ここまで成長できたのだと思います。 研究大会で発表したことで
自信もつきましたが新‘たに課題も見つかりました。筑坂での卒業
研究はこれで、終わりで寸ーが、和、の研究は終わりで、はありません。
情報交換会で来賓の先生方とお話をして色々な意見をいただきま
した。とても良いアドバイスをいただいたので、これで、終わりに
せず進学先で、はより質の 1~.hS し\，(Î) Iヲどができるよう努力していきたい
です。最後になりましたが協力してくださった皆さんありがとう
ございました。(研究大会発表者)
盤卒業研究に取り組み、大変なこともありましたが楽しかったで、
す。また改めて実験は面白いと感じました。そして、 J計究の進め
方、レポートの1'，'0:き方、発表の方法等、学ぶこともたくさんあり
ました。私は、 fバイオエタノーノレのjJjl料;こ生ご、みを使えるのかj
という1I)F究テーマで研究を進めてきました。中学の1寺に砂糖から
バイオエタノールを作ったことがあり、その時の研究を元に今回
のテーマにしました。計画を立て研究を進めましたが、研究を進
めていくと失敗してしまうこともあり計同通りに進まないことも
ありました。放課後や休日を利用して実験を行うこともあり大変
でした。また、実験をすればするほどデータがj替えレポートにま
とめるのが大変で、した。最終的に生ごみからバイオエタノーノレを
作ることはできましたが、「できーたバイオエタノーノレの量が少な
しリといった課題がで、てきたので、今後機会があれば挑戦してみた
し1と思いました。 実験では大変なことも多かったですが、生こοみ
からバイオエタノーノレを作ることに挑戦するのは楽しかったです。
自分がやりたいと忠ったこと、興味を持ったことについて研究で
きたので良ヵ、ったです。 卒業研究が始まった当初、私は発表やレ
ポートというのは得意ではありませんでしたが、レポート提出や
発表会を過して、レポートの書き方、発表の仕方を学ぶことが出
来ました。 I~l 分が見やすいと思っていたノミワ一ポイントでも他人
から見ると見にくいこともあり、他人の意見を取り入れていくこ
とも大切だと感じました。今回のように、自分でテーマを決め、
実験や調査をし、レポートにまとめ、発表するということを経験
できて良かったで、す。卒業研究を通して学んだことを今後、
など他の場而で活用していきたいです(研究大会発表者)
盟主f、が卒業研究で最初にあたった控はテーマ設定で、した。 2年次
での専内的な科目の授業によって大まかな方向性は決まっていま
したが、 なカか、なかこれfだだこご、!というものを設定定'することは知娩郷難í~ しカか￥つ
たで
;争お社そづ吐j上:会i問1?古苦埠叩li司却J訂，o古)題t邑Eや物j流元定iについて司調J司jベて広い視野をJ料ヰ有守J:つことにしまし7たtヒこO
そこでで、見えてきたのは食料料-1白Eきi給率やフ一!ドドくぐ、マイレ一ジというキ一
ワ一ドでで、すO 食分野だけでなくほかの分野と関連する研究は総合
学科である筑1瓦で行うことに意義があると感じました。テーマを
設定した後は筑坂の多くの先生にお話を1rlきに行くことで様々な
視点から意見をもらい、研究にもIRiを持つことが出来ました。苦
労した点[ま1I高を広く持ーらすぎたことで文献調査の内容が大量にな
ってしまったことです。どの程度の範IRで、研究を進めるのかあら
かじめ考えておくと分などもしやすかったのではないかと
反省が残りました。学年発表に選ばれてからは 1、2{I三生といった
専1EJ分野を知らなしづゴに対ーしてどう分かりやすく伝えるのかとい
う所で苦労しました。そこで一番良いアドバイスをくださったの
は、他分野の先生でした。専門HJ誌などの分かりづらいところを
たくさん指摘していただき、学年発表会では「前のものより分か
りやすかったj という意見を友達からたくさんもらいました。こ
うして様々な先生、友達などの意見やアドバイスを参考にしたこ
とで最終I~l守に研究大会まで選抜していただけたと感じます。そし
て最優秀賞という結果まで残せたことにとても誇りを持ちました。
今回のJ計究で食分日lyのj丸深さをたくさん学ぶことができたので、
大学ではもっと迫究した研究を行いたいと思います。筑坂での卒
業研究は I~I 分の分野の先生はもちろん、他分野の先生も全力で支
援してくれます。そんな環境で自分のやりたし吻f究ができるのは
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とてもjよくま才していることであると~~\じました。今後も後輩がこの
卒業研究で 1:=1分の興味や関心のある研究を行って、それを進路に
生かしていってくれたら私も賠しく思います。 (M究大会発表者)
なとして、学年発表会、研究大会がありましたo
lクラス 8人ずつ合計.32人の卒業以ヲE委員一一人ずつに係があり、
全員で述営を行し、ました。 2~r_/:jミの頃、程、はまた月IJの委員会でこう
いった行-cn:に、:ぜJ泣する 11Ul として I~nわっていました。その11寺は、
i: Iこ「受け身j で、先生の指示を待っている状態でしたが、今回
は1'1分の仕事を!とlらJlliんで探すことができました。筑J1記ー で、の生活
で「人に伝えるJI人をまとめるJ力をつけているということを、
今回卒業研究委員長を務めたことにより改めて強く実感しました。
正直言って、 l(-:iJf委員としての活動は大変で、した。それは委員長
だったからではなく、ほかの委員の人も A緒だったと思います。
ほかの 3年生が休みの中、学校に登校して活動したり、リハーサ
ルで、は夜遅くまで寒い体育館に残って準備をしたり、機械を運ん
だりする重労働がある人もいました。発表者の方も夜遅くまでj京
J高の1士一正をしていました。このように多くの人たちが発表会の成
功に向けて努力する姿を見て、在、も気を引き締めて最後までやり
きることができました。卒業研究に求められることとは、内容の
濃さ、努力、意義、そしてテーマのオリジナノレ性の 4つなのでは
ないかと私は思います。たとえば、年に数回レポートの提出があ
りますが、ただ枚数をこなせばいいのではなく、それ相応の内容
を求められます。そんな内容のレポートを書くにはもちろん努力
が必要です。また、内容が濃いといっても「これについて調べて
何の意義があるのかJということが明J准でないとなかなか担当の
先生を納得させることができません。そして最終的には、その研
究テーマに自分らしさ、個性が出ているかというのが、 160人い
る中から代表者として選ばれるかどうかの条件になってくるので
す。今回の研究大会で発表された 6人の代表者の方々は、それら
の点を先生方に認められた方々です。研究大会までに何度も 6人
の発表を開きましたが、内容だけでなく発表の仕方、つまりは伝
え方も素1青らしいものでした。順位をつけるのがもったいないと
思うくらいでした。委員長として関わったことで、先生がいない
中作業の進行状況を杷握して指示を出すなど、視野を広く持つこ
とを覚え、この発表会で、また自分に力をつけることができました。
このような素晴らしい機会に、卒業研究委員長として関われたこ
とを、心から嬉しく思います。(生徒卒研委員長)
襲撃夜、は将来グラブイツクデザイナーになりたいと考えていたこと
から、テーマを『ポスター広告のデザイン』とし、 1年間卒業研
究を行ってきました。最初はただ漠然とポスター広告のデザイン
にはどんな工夫がされているのか知りたいと思って研究に取り掛
かりましたが、研究を進めていくうちに研究テーマの絞り込み・
目的を明確にすることの霊安性を改めて感じました。デザインの
離類や工夫、構成要素などを調べても、それを知ったうえでどう
活用し、ど、んな効果が得られるのか、研究の半ばで I~I 分が知りた
いと思った内容(目的)を見つけ、最後まで調べあげることがで
きなかったからです。また、調査計画もとても大切でした。施設
への訪問やインタピコー一、文献・インターネットでの資料の収集
など調査手段は沢11ありますが、積HZI'I<]に・早めに行1fUJに移さな
ければもし情報が得ら才しなかったとき、次の手j去の準備をしなけ
ればならなかったヵ、らです。終わってから思うことは、最終的な
研究存在巣をよijオーためにはテーマの絞り込みや目的の明確化、計画
性といった研究に取り掛かる前の段階を雑にせず、じっくり考え
て周りの人とも相談して設定していくことが大切だということで
す。卒業研究は普段のJ受業のように先生方から教わるのではなく
I~I 分で、決めたテーマを自分で調べていきます。 ほかの授業の課題
や入試などとも重なったり、情報が思うように集まらず進まなか
ったり、大変なことは沢山ありました。しかし卒業研究は進学や
就職にアピールで、きるものにもなります。またテーマの発見・絞
り込みから計画、調べ方、レポートの書き方、発表の仕方など、
これから社会に出る中で必要なことを身に付けることができたと
忠います。今回の自分の1UF究で、何が足りなかったのか気づ、くこ
とができたので反省点を見直して次に活かしていきたいです。 (3
年女子)
豊富私はj脊玉県南部の古農具の調査をしました。きっかけは地元の
農業の歴史に興味があり、その中でも資料館で見た古い農兵に関
心を持ったことです。地域ごとにどんな農具ーがあって、どのよう
に使われていたのかを知ることを目的に、調査は主に文献と歴史
民俗資料館で行いました。調査を進めていく仁ドで私は、わくわく
と、好奇心で、動いているような感覚が味わえたので、はなし¥かと思
し九ます。例えば、まず古い農具の名前と形をだいたい覚えようと
図書館で市IHTi寸の調査資料を見ました。白黒写真だけで見て、こ
の形は何だ、どのように使うのだ、などと頭の中でわくわくしな
がら、歴史民俗資料館に行って実物を見て、触れさせていただき
ました。実際に使ってみることはできなかったが、感覚として頭
に残ったと思います。今までは調べものといってもネット検索の
み、本-IlH、新聞 1!:J読む、それだけだ、ったと思います。それは
宿題や課題なのでやらなくてはいけないとし 1う意識で、行っていた
がための、楽に済すための行動で、した。過去の先輩の話から、卒
研の訪18べ学習は好きなことをできるし、進路にもつながりので楽
しいということはたびたび開いていましたが、やっと少しわかっ
たような気がします。 同時に、ただ調べているだけではレポート
にならないことも感じました。調査の約]年の間に、目的がころ
ころ変わったり、何を調べているのかわからなくなったりしまし
た。自分は調査をしているぞ、という初めての気持ちの良い感覚
だけに酔っていました。卒業研究のガイダンスでは、社会で必要
ー?? ?
とされる問題発見能力と解決力を養う科目であると聞きました。
当たり前のことですが、目的があってそれを解決するために調査
するわけで、あって、ただ古い農具の資料を読んだ、資料館に行っ
て農具を見ただけでは、それだけに終わってしまうことを身をも
って感じました。例えば、古ミーはそのj也j或のこi二、作物、その時
史に大きく関係していました。主だけでなく、それを作る日!r鍛
冶という般人はとても農具と繋がりが強く、これらの関連する事
例についても視野を広くして何度ーも調査するべきでした。このよ
うに考え、最終IV']には古炭具の地JjJと1':1:調査という目的ができてき
ました。結果はまとまらないものとなってしまいましたが、卒業
研究を通して見つけた諜題は今後の進学先で、も役に立てていきた
いです。 1:=分がやっていて少しでもわくわくできるような調査研
究をできたらいいなと思います。 (3年男子)
護霊私は fLEDを利用した舞台照明についてJをテーマに卒業研究
を進めていた。このテーマに決めた翌日Ij~ は、私が演劇というもの
に関わっていて、演劇をテーマにしたら面白い1IJF究がで、きるので
はないかと考えたからである。程、が卒業研究について意識し始め
たのは二年次の夏休みのころで、あり、このころから題材を探した
り、いろいろ作ったりもした。工学システム・情報科学科目R干の
生徒の卒業研究の場合、実験や製作を伴うことが多い。そのため、
それなりの時間が必姿とされる。できるだけ早い時期にどんな実
験を行うのか、どんなものを作るのか、どのように研究を進めて
いく泊、を明冊:にしておくことでよりj笑い研:究ができるとj患った。
また、研究内各はI\IT~を広けいす一ぎると内容が大きくなりすぎ、研究
が終わらなくなる。 具体的な抑f究内容も平めに決めるべきである
と忠った。布、の場合は二年次の学年末に行われた構想発表会のi時
点で、研究の内容について大方まとめて、どういった方向性で、研
究をJ進めていくのかを決め、簡単な実験なども行っていた。 研究
は大きく分けるとえ1猷調査、設計、製作、考察のIZElf刊に分けられ
る。文IYiki!i;J査と並行して設計、製作を行って結果:から考察をまと
めた。実I~むこ研究を行ってきて、実験や製作を行ってからでない
と分からないことは多い。)(献調査は後からでもできるが、実験
や製作についてまとめるにはそれらを一通り行っている必要があ
る。 よって、実験や製作は171めに行って結果をまとめ、文献調査
はそのあとにまとめるほうが良いかもしれないと思った。花、は夏
休みに製作を進めた。完成したと思っても後から問題点が発生し
た。設計のII~í'点で様々な場合を想定して作ったが、はやり実際に
やってみないと分からないということを思い知った。また、他人
にどうすればわかりやすく伝わるのかを考えることも大変だった。
特に、工業系の授業を受けていない人にわかりやすく説明するの
が難しかった。 1~1 分だけ理解しでも意i床がない。他人に伝え、出
解してもらうことで研究の意味がある。 卒業研究は約一年開通し
て行うのだから、 1~1 分の興味のあることで一年間研究できる内容
でなければならない。そのため、テーマ決めは非常'に重要で、ある。
自己満足でも構わないと思う。また、卒業研究はII~j:間が限られて
いる。つまり、先を見通して計断的に研究することが求められる。
総合学科の集大成で、ある卒業研究は、入学した1寺から始まってい
る。 11=j三次で、の産業社会と人1号、キャリアデザイン、二年次での総
合的な学習、そして、専門科目、これらの科目は卒業研究へとつ
ながっている。卒業研究は高校三年間を通して進めるものだと感
じた。(学年発表会発表者)
日行われた卒研発表会ーで舞台監をしていました。仕事はト
ラブノレが何もj包こらないようにすることだと思っています。ケガ
人が出ないこと、死人が出ないこと、火事にならないこと、等々
です。照明や音響を使うためトラブノレのリスクも高まります。で
も、私にはそうした物を扱う技術はありません。今回は会場設営、
照明、音響、カメラ、機材ーなどたくさんの人がスタップとして関
わっていました。それらがパラパラにならないように気を配るこ
とが担私、の{仕:ゴ土i仁ド:三玉事J'f.王で
のj級i政故人ぶりに驚かされますす一O みんなが自分の仕事をしっかりとす
るので、同時にいろんな動きがあって、夜、は頭が忙しかったです。
やっぱりチームワークというのはすごいものです。発表者には、
気持ら良く発表をして欲しいと思います。そもそもあの場で
オるということは、それだけ素晴らしい研究だと言えます。たく
さんの人に成果を見てもらいたい、評{ilしてもらいたいと考えて
いるでしょうから、我々スタップは、発表者が発表に集中できる
ような状況を作りたいです。ただ今回はミスも少しあり、これは
気をつけていかなけーればなりません。 じように舞台
盟友71雪をやったときに、まずはそのイベントの目的を考えなければ
いけないと教わったことがあります。全国から先生たちゃ研究者ー
たちが集まってくる、なんだか BIGなイベントである研究大会。
それ自体の目的は、生徒からしたらよくわからない部分が多いで
す。でも、その1::1の卒iVF発表会で私たち生徒に求められているこ
とは、いい発表をして、それをみんなで、聞き、質問]などをするこ
とだと忠います。この発表会が発表者の良い思い出となり、一、
二年生の今後に生きてくるようなものになっていたらいいなと思
し 1 ます。(生徒歩!f~台監督)
V皆調べたいことがしっかりしていて、世の中に役立てるような
ものが多かったと思し¥ました。またインタビューや実験も多く繰
り返していて、その結果から考察が出てきて吏に深めようという
考えがとても参考になりました。(参観した 1年女子)
マどの発表も興味深かった。初めて聞く話題も多く、先輩達を見
習いたい。リズムと無駄のないプレゼンテーションは魅力で、あっ
た。白分もあのような発表が出来るように頑張りたいと思う。そ
のためにも自分の好きな事だけでなく他のことにも目を向け、
色々な視点で考えていきたい。(参観した]年男子)
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